
除夜会、大節分会報告 第第第323232回子供禅の集い回子供禅の集い回子供禅の集い   
対象：小学校3～6年生 

主催：仁叟寺・龍源寺 

日程：7月下旬（1泊2日） 

会場：仁叟寺 

定員：50名 

参加者募集中！参加者募集中！参加者募集中！   

 

平成25年 

仁叟寺年間行事予定 
 

1/1～1/3 年頭祈祷・年賀受 

1/4～1/7  年始挨拶 

1/10  年賀寺例 

2/3    大節分会 

2/15   釈尊涅槃会 

3/10 大般若会大施食会法要 

3月中旬  筆供養法要 

3/17～3/23 春季彼岸会 

4/8 釈尊降誕会（花祭り） 

7/13～7/16 新暦盂蘭盆会 

   京浜地区檀信徒棚経 

7月下旬（一泊二日） 

  第32回子供禅の集い 

8/10  中元寺例 

8/13～8/16  盂蘭盆会 

9/20～9/24 秋季彼岸会 

10/19 檀信徒研修参拜旅行 

12/8   釈尊成道会 

12/10    歳暮寺例 

12/31    除夜会 
 

※毎週土・日曜日 書道教室 

※毎週水曜日 定例坐禅会 

※隔週水曜日 

 梅花講・琴教室・華道教室 

↑本年は日曜日にも当たり多数の方が見えられました↑ 

スリランカ僧2名のほか福田達夫議員、中曽根弘文議員令

夫人真理子さん、サンコー寺本社長、赤鬼青鬼も豆撒き 

↑商工たかさき2月号に記事が掲載されました（贈 伊橋国幹

↑
青
鬼
も
登
場 

 厳寒の大晦日に行われました除夜会では、電飾を蝋燭に変え幻想

的な雰囲気な中、開催。また本年は日曜日にも当たり、多数の方々

が参詣に訪れて下さいました大節分会。スリランカ僧2名のほか、

地元代議士の福田達夫氏、中曽根弘文氏令夫人眞理子さん、サン

コー寺本欣一治社長を来賓に迎え、文殊祈祷の後に豆撒き執り行わ

れました。今年は恒例の赤鬼のほか青鬼も登場。ちびっこ節分には

子供さんや親子連れが列をなし、露天商もたち、多数の方々で伝統

の行事である節分会をつとめる事が出来ました。 

総代世話人さんはじめ関係

各位にはお世話になりまし

た。有難うございました。 

←除夜会開始前の会議 

幻想的な蝋燭の灯り→ 
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境内東司（お手洗い）の全面改修、欣光閣・鳳

寿堂間渡り廊下及び山内東司新築のご報告 

↑全面改修した境内東司（お手洗い） 

 境内坐禅堂隣にあります東司（お手洗い）の全面改修

工事と山内欣光閣と鳳寿堂を結ぶ渡り廊下及び東司の新

築工事が完了いたしました。 

 全面改修した外東司は、シロアリによる腐食した建物

の屋根を張り替え、内外部も全て改修しました。また山

内の欣光閣と鳳寿堂を結ぶ渡り廊下と東司は、研修会館

である鳳寿堂の利用の際に、有効に活用されます。鳳寿

堂では、今月末にも武蔵野大学の研修宿泊参禅会があ

り、様々な団体の研修会にも利用されます。 

↑新築した鳳寿堂渡り廊下と東司 ↑左）渡り廊下内部 右）山内東司内部 

仁叟寺紹介ＤＶＤ完成 
 仁叟寺の紹介ＤＶＤが昨年秋に、約2年間の時間を掛け、完成いたしました。既に檀信徒の皆

様方には、昨年9月17日（日）に導師として曹洞宗宗務総長・佐々木孝一老師をお迎えして修行

いたしました仁叟寺本尊釈迦三尊及び諸仏像修復開眼会法要の記念品として頒布しておりますの

で、ご存知と思われます。 

 当ＤＶＤは、副住職の友人であり、昨年の大般若会大施食会法要に講師としてご講演いただき

ました、スティックアンドラダー社（東京）の村上邦久社長を中心に作成されました。氏は、除

夜会・大節分会・大般若大施食会・花まつり・子供禅の

集いといった仁叟寺の各年間行事にも足繁く通い、かつ

春夏秋冬の記録を収めております。本編45分ほどの映

像となっておりますので、是非一度ご覧下さい。 

 なお、仁叟寺の末寺で副住職の住職地である龍源寺

（多胡）の紹介ＤＶＤも併せて完成いたしました。仁叟

寺及び龍源寺紹介ＤＶＤは、一枚500円で頒布しており

ます。ご希望の方は、当山までお問い合わせ下さい。 
↑仁叟寺及び龍源寺紹介ＤＶＤ 
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当寺環境整備奉仕者のご紹介 

↑左から、矢島巌氏、小沢昇 

 氏、住職、加藤壯士氏 

 仁叟寺の広い境内の環境整備に、ご奉仕にてご尽力いた

だいております三名のお方をご紹介いたします。矢島巌氏

（吉井川）、小沢昇氏（神保）、加藤壯士氏（神保）各氏

には、竹林の整備のほか、遊歩道と山林の植花などの環境

美化、境内の環境整備にご奉仕いただいております。 

 特に竹林は、地道な作業を長い時間を掛け取り組んでい

ただき、1500本の竹を切り、すっきりといたしました。 

 三氏共に仁叟寺の檀信徒であり、先祖が眠る菩提寺への

篤い徳行に対し、心より感謝申し上げます。 

總和会関東大会群馬大会が開催されます 
 来たる6月6日（木）～7日（金）に掛けて、第58回總和

会関東大会群馬大会が、渋川市ホテル天坊において開催さ

れます。当日は約400名程の山梨県を含めた関東地区一都

七県のご寺院様が集い、研修会が開かれます。 

 住職が、群馬県總和会会長を務めており、今回の大会は

群馬県が当番県であり、同大会の主催代表者として任に当

たっております。また、總和会関東一都七県の代表に昨年

より就任し、関東總和会理事長を務めさせていただいてお

ります。 

 なお、總和会とは、大本山總持寺を護持する曹洞宗宗侶

の会であり、群馬県内の会員数は200名程です。当日まで

は檀務等に多少影響が出る事もあるかと思いますが、ご容

赦のほど、お願い申し上げます。 

↑2月に開かれた總和会関東理 

 事会議にて挨拶をする住職 

群馬県曹洞宗青年会創立50周年大授戒会記念 

 大禅師猊下御親筆「雪月花」記念碑建立開眼 
 前号の寺報でも紹介の通り、昨年10月

に、群馬県曹洞宗青年会主催の創立50周年

記念事業の一環として、大本山總持寺より

江川辰三大禅師猊下を戒師にお迎えし、一

週間掛けての大授戒会が仁叟寺を戒場に修

行されました。戒弟は69名参加され、盛会

裏に無事圓成する事が出来ました。 

 大授戒会を記念し、大本山總持寺江川禅師猊下御親筆の「雪月花」

の記念碑が、仁叟寺境内に建立されました。開眼会法要は、昨年12月

28日（金）に行われました。当山住職が導師を勤め、青年会山端耕之

会長始め大倉副会長、山内事務局長ほか会員の随喜をいただき、無事 

      開眼会法要を修行する事が出来ました。 

↑
建
立
さ
れ
た
大
授
戒
会
記
念
碑 

↓
十
二
月
に
行
わ
れ
た
開
眼
会
法
要 



行雲流水（編集後記）     編集人 副住職 渡辺龍道  

 寒い冬もようやく終わりが見え、日一日と

春の足音が聞こえて来るような陽気になって

参りました。昨年は、仁叟寺では多くの行事

が修行され、檀信徒はじめ関係各位にはお世

話になりました。本年も年が明けてから、除

夜会・年賀行事・大節分会・涅槃会・大般若

会大施食会と年中行事が続いております。 

 今回の寺報では、その報告を中心に編集申し

上げました。また今夏は、恒例の子供禅の集い

が第32回目となり開催を予定しております。拙

僧が役員を勤めます青年会でも桐生市・大雄院

様にて子供禅の集いを企画しております。対象

は小学3年生～6年生。夏休みの思い出に、是

非、奮ってのご参加を願っております。（龍） 

平成24年度 寄附者一覧 （順不同、敬称略）  

総代人退任のお知らせ 
 長年、仁叟寺世話人・総代人としてご尽力賜りました春山繁氏（吉井）が、退任となりまし

た。長きに亘り、檀家の代表として寺院運営にご尽瘁下さいまして、誠に有難うございました。 

地区 御芳名 寄附品物 地区 御芳名 寄附品物 

白 石 堀越 兼一 

ＡＥＤ設置費用一式 

吉井川 鈴木 芳規 

本堂裏庭園朧月亭 

塩 橋爪 勝 岩 崎 池田 楓 

神 保 神保 堯男 塩 落合喜久男 

吉井川 酒井 範明 長 根 金井 正男 

吉井川 酒井 範明 櫻花観音石工事一式 神 保 神保 昭作 

吉 井 川上 哲 紋羽二重黄衣 吉井川 矢島 巌 

千 葉 川上 浩 
エプソン製プロジェクター

及びスクリーン一式 
矢 田 齋藤 英夫 白紗龍鳳凰袈裟 

大 阪 吉井 町子 本尊様修復費用 南陽台 加藤 潔 
宇賀弁財天修復 

千 葉 小林 義明 本堂用椅子三十脚 高 崎 鈴木 利道 

高 崎 篠原 敏子 導師用椅子 吉 井 金子 明 書籍澤山 

吉 井 井上あやめ 山吹五十本植樹 吉井川 松尾みさお 銅製観音菩薩坐像 

‐ 新盆檀信徒 
本堂室中他幕二張 東 谷 酒井 忠夫 小豆色九条地蔵袈裟 

坐禅堂畳替え 多 胡 齊藤 利昌 京製本手打甲乙輪子一対 

吉井川 富岡 康明 妙見菩薩像修復 多比良 篠﨑 和男 正絹薄紫卍紋様九条袈裟 

   吉 井 清水 純男 寺役員用腕章六十個 

↑
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↓
寺
紋
幕 


